
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、憩
い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　生物資源系列の２年生２５人は７月８日に、県山本地域振興局が主導
する事業の一環として、スプラウト（発芽野菜）商品を生産する株式会社
ミツ農研（八峰町）と、能代市内で肉用牛を取り扱う朝場畜産、園芸メ
ガ団地で「白神ねぎ」を栽培する（農）轟ネオファームの施設見学を行い、
それぞれの地域に根ざした業務内容や雇用状況等について学びました。
　このうち、（農）轟ネオファームと朝場畜産には能代西高ＯＢ、ＯＧが
就業しており、その先輩から現在の業務内容など貴重な経験談を聞くこ
とが出来、生徒らはメモを取るなど熱心に聴講していました。
　朝場畜産では牛舎の中を見学させてもらい、たくさんの牛たちの中に
平成３０年１１月１６日に能代西高の畜舎で誕生し、来年の統合に伴い朝場
畜産に引き取ってもらった「もみじ」と再会。
　「もみじ」も久々の西高生との再会に嬉しそうにしていました。

アグリセミナー開催　～先輩から後輩へ、“働くこと”を学ぶ～

介護職員初任者研修試験合格を目指して
　生活福祉系列の３年生１１人は、１月に行われる介護職員初任者研修試験の
合格を目指し、介護の基本やコミュニケーション技術など日々学んでいます。
　７月２９、３０日には講師に小林ユリ子看護師を招き、食事介助や排泄介助の
基本を学びました。
　加藤響希さんは「介護職に就く親の姿をみて、介護の現場に魅力を持っ
た。卒業後、介護現場で即戦力となれるよう基礎技術をしっかり身につけた
い。」と教えてくれました。
　しっかりとした基礎を身につけたより良き介護者を目指した、生活福祉系
列３年生が学ぶ教室内は、将来の理想像を追い求める生徒たちの希望と熱気
に溢れていました。

１頭１頭の健康状態を見逃さないことがポイント

「もみじ」と久々の再開
大きくなっていました。

ベットメイキングはマスターしました！ 肘を支点に臀部を持ち上げます。排泄用具の構造を確認

小林講師から排泄介助の基本を
学びました。

先輩から貴重な経験談を聞くことができました。
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蠍座（10・24〜11・22）　身近な人にこそ思いやりある態度で接して。愛情は相手に分かるように伝えることが大切です。家計は節約モードで15
2020.8月号


